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１.調査の目的 
 

本調査は、「萩市こども計画」の策定にあたって、こどもたちの生活実態や、困りごと、将来に対す

る意識などを把握するために実施しました。 

 

２.調査実施方法 
 

調査は以下の方法にて実施しました。 

１.調査対象 

萩市内の小学生（小学 5 年生以上）および中学生以上（中学 1～2 年生※およ

び、15～18 歳の高校生）を対象として、無作為に抽出しました。 

※中学 3 年生は、高校受験期であることに配慮し対象外としています。 

２.調査方法 市内各学校を通じて配布・回収 

３.調査期間 令和 6 年 3 月 

４.回収状況 配布数：700／回収数：548（回収率：78.3%） 

 

３.結果にあたっての注意点 
 

１）結果（グラフおよび数表）は、パーセントで示しています。表示している「n」は、「number」の

略であり、パーセントを計算するときの母数（回答者数）を示しています。  

 

２）算出されたパーセントは、小数第二位を四捨五入して、小数第一位までの表示としているため、そ

の合計が必ずしも 100.0%にならない場合があります。また、複数回答で質問している調査項目におい

ては、その合計は 100.0%を超えます。 

 

３）回答された回答者や該当者がいない場合（0.0％）、数表では「－」と表記し、グラフでは数字表記

を割愛しています。 

 

４）回答者数が少ない調査結果については、掲載を割愛している場合があります。 

 

５）質問及び回答結果などを記載していますが、これらの質問内容や選択肢には、紙面の都合上、調査

票の原文を要約している箇所があります。なお、原文については、別添の各種調査票を参照してください。 
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１.対象者の特性 
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２.学校生活（学びや教育）について 
 

学校にいる時間について、こども全体では「とても楽しい」が 40.9%、「まあまあ楽しい」が 45.1%

となり、8 割以上が学校にいる時間が「楽しい」と感じています。 

学年別でみると、小学生は 91.2%が「楽しい」と感じている一方で、中学生以上では 81.3%に低下し

ています。特に「とても楽しい」と感じる割合は、学年が上がるにつれて、低下しています。 
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学校で何でも話せる友達がいるかについて、こども全体では「いる」が 85.6%、「いない」が 12.8%

となっています。 

学年別の詳細をみると、15～18 歳では「いない」が 19.6％に達しており、小学生や中学生と比較し

て、友人との関係性が薄れている様子がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 
 



Ⅱ こどもアンケート調査結果 

9 
 

学校生活において良いと思うものについては、小学生では「友だちがいること」が 84.2％と最も高

く、次いで「休み時間」が 79.2％となっています。中学生以上でも同様に、「友だちがいること」が

78.8％と最も高く、次いで「休み時間」が 57.3%となっています。 

中学生以上では、「クラブ活動・部活動等」が 46.9％と半数近くに及んでおり、学校生活での充実を

感じる上で、重要な活動となっていることがうかがえます。 
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学校生活に困っていると思うものについては、小学生では「いやな友だちがいる」が 25.0％と最も高

く、次いで「教室やトイレなど、学校の施設がきたない・古い」が 18.1％となっています。中学生以上

でも同じ傾向であり、「いやな友だちがいる」と「教室やトイレなど、学校の施設がきたない・古い」

がともに 25.0％と高く、友人関係や衛生面の問題が主な不満要素として挙げられています。また、中学

生以上では「学校の決まりごと（校則）がきびしい」「勉強についていけない」が高い点も特徴といえ

ます。 
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困りごとや不満に関する意見を先生などに言えているかについては、こども全体では「相談していな

い」が 51.6％となり、半数以上のこどもが気軽に相談できていない状況となっています。特に中学生以

上で高く、「相談していない」が 53.8％に達しています。 

 
 

（中学生以上に対し）学校の部活動に参加しているかについては、「参加している」が 86.1％とな

り、非常に高い参加率を示しています。 

15～18 歳（高校生）でみると、「参加している」が 80.4%とやや低下していますが、これは学業や進

路準備の影響も考えられます。 
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今通っている学校で「学校に行きたくない」と思ったことはあるかについては、こども全体では「毎

日（8.2％）」「週に数回ぐらい（21.9％）」を合わせると約 3 割が「学校に行きたくないと思ったこと

がある」と回答しています。 

中学生以上では、「学校に行きたくないと思ったことがある」が 3 割を超えており、特に「毎日（行

きたくない）」と思っている人は 10.8％と、小学生と比較して、かなり高い状況となっています。 

 

 

 

「学校に行きたくない」と思った理由については、こども全体では「友だちとの関係がうまくいって

いない」が 42.4％と最も高く、次いで「学校になじめていない」が 23.0%となっています。 

小学生では、中学生以上と比較して、「先生との関係がうまくいっていない」とした理由が高く、先

生との関係性に対する影響度の高さがうかがえます。 
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その悩み（「学校に行きたくない」と思った理由）を誰かに相談したかについては、こども全体では

「相談していない」が 32.7％、「相談できなかった」が 4.2％となり、登校に悩みをもつこどものう

ち、4 割弱が相談していない結果となっています。 

学校に行きたくない理由別にみると、［友達との関係がうまくいっていない ］［先生との関係がうま

く行っていない］とした対人関係の理由では、「相談した」が 6～7 割と比較的高い結果を示す一方、

［学校になじめていない］とした居場所や居心地に関する理由では、「相談していない（相談していな

い＋相談できなかった）」が 5 割と、相談するケースがやや低い状況であることがうかがえます。 
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学校以外で行っている活動や習い事については、こども全体では「スポーツチームやクラブ」が

33.4％と最も高く、次いで「学習塾」が 27.7%となっています。 

小学生では「スポーツチームやクラブ」が 48.1％と最も高く、中学生以上では「学習塾」が 36.5％と

最も高くなっており、小学生と部活動のある中学生以上では、活動の傾向に違いがみられます。 
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３.日常生活と遊びについて 
 

放課後などの自由時間にどこで過ごすことが多いかについては、小学生では「自分の家」が 90.0％と

最も高く、次いで「塾や習い事の場所」が 28.1%となっています。中学生以上では「自分の家」が

79.9％と最も高く、次いで「部活動」が 72.6％となっています。 

中学生以上の多くは、小学生と比較して、「自分の家」で過ごす時間が少なくなり、部活動に充てて

いることがうかがえます。 
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どのように休日を過ごしているかについては、小学生では「ゲームやインターネットをする」が

71.9％と最も高く、次いで「家族といる」が 66.2%となっています。中学生以上も同様であり、「ゲー

ムやインターネットをする」が 67.0％と最も高く、次いで「家族といる」が 46.9％となっており、家族

との時間よりもゲームやインターネットを楽しむ傾向が強いことがうかがえます。 

中学生以上では、小学生と比較して、「家族といる」が大きく減少していますが、主に「部活動」の

時間に充てていることが影響していると考えられます。 
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放課後などの自由時間にいっしょに遊ぶ人については、こども全体では「学校の友だち」が 75.4％と

最も高く、次いで「兄弟・姉妹」が 27.2%となっています。一方で、「一緒に遊ぶ人はいない」は

10.0%に達しており、一定数のこどもが孤立していることがうかがえます。 
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普段遊ぶことが多い場所については、こども全体では「自宅」が 65.3%と最も高く、次いで「友だち

の家」が 40.0%、「公園」が 32.1％となっています。 

中学生以上では、小学生と比較して、「自宅」「友だちの家」「校庭」「あそぼー舎」などの場所で

遊ぶ機会が減少する一方で、「ゲームセンター」「カラオケ」など遊興施設で遊ぶ機会が増える傾向が

みられます。 
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自宅にいるときはどんなことをすることが多いかについては、小学生では「ゲームをする」が 73.8％

と最も高く、次いで「テレビや DVD などを見る」が 41.9%となっています。中学生以上では「ゲーム

をする」が 61.5％と最も高く、次いで「音楽を聴く」が 45.1％となっています。 

中学生以上では、小学生と比較して、「ゲームをする」「勉強をする」が減少する一方で、「マンガ

や雑誌を読む」「音楽を聴く」が増加し、自宅での生活スタイルに変化がみられます。 
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自宅で遊ぶ時は誰と遊ぶ（過ごす）ことが最も多いかについては、こども全体では「家族・兄弟姉

妹」が 51.6％と最も高く、次いで「学校の友だち」が 22.6%となっています。 

中学生以上では、小学生と比較して、「ひとり」で遊ぶ（過ごす）時間が高くなっています。 
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あなたにとっての居場所については、小学生では「家庭」が 68.1％と最も高く、次いで「自分の部

屋」が 60.8%となっています。中学生以上では「自分の部屋」が 70.5％と最も高く、次いで「家庭」が

56.9％となっています。 

中学生以上では、小学生と比較して、「自分の部屋」が高くなり、自分の空間を重視していることが

うかがえます。 
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どんな場所がもっと萩市にあればよいと思うかについては、こども全体では「思いっきり身体を動か

せる場所」が 55.3％と最も高く、次いで「インターネットが自由に使える場所」が 37.6%となっていま

す。 

小学生・中学生以上ともに半数以上が「思いっきり身体を動かせる場所」を希望しており、小学生で

は 6 割に及んでいます。一方、「インターネットが自由に使える場所」の希望も高くなっています。 
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（中学生以上に対し）「ヤングケアラー」の認知については、「ことばも内容も知っている」が

41.3％、「ことばは聞いたことがある」が 18.1％となっています。 

学年があがるにつれて、理解度が高まる傾向がみられ、「ことばも内容も知っている」は、中学 1 年

生の 31.6％に対して、15～18 歳では 63.0％となっています。 

 

 

 

 

家族の中にお世話をしている人がいるかについては、6.6％が「いる」と回答しています。 
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介護の対象は、「母親」「父親」がそれぞれ 31.6%となり、両親が最も高い結果となっています。介

護をしていることで経験したことについては、「自分の時間がとれない」が 21.1％と最も高く、次いで

「学校を休んでしまう」「遅刻や早退をしてしまう」「寝る時間が足りない」が 10.5％となっていま

す。 
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４.家族や地域のコミュニケーションについて 
 

普段、家族と会話をしているかについては、97.3％が「会話をする」と回答しており、家族内でのコ

ミュニケーションは良好であることがうかがえます。 

会話内容については、こども全体では「学校であったこと」が 88.9％と最も高く、次いで「友だちの

こと」が 67.0%となっています。 

「学校であったこと」以外の会話では、小学生では「友だちのこと」が 72.8％となり、中学生以上よ

りも高い結果となっています。中学生以上では、小学生と比較して、「友だちのこと」が少なくなる一

方で、「テレビや新聞で取り上げられていること」「進路や将来のこと」を話す機会が増える結果とな

っています。 
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家族があなたの気持ちをよくわかっているかについては、こども全体では「わかっていると思う」が

56.4%、「どちらかというとわかっていると思う」が 28.8%となり、これらを合わせると 8 割以上のこ

どもが自分の気持ちを「わかっている」と感じています。 

特に小学生ではこの割合が高く、88.8%が「わかっている」と答えています。しかし、中学生以上に

なると「わかっていない」と感じるこどもの割合は増加し、1 割程度に達しています。 

 

 

家族・親戚とのかかわりについては、こども全体では「困ったとき助けてくれる」が 41.1％と最も高

く、次いで「悩み相談できる」が 21.9%、「本音が話せる」が 18.1％となっています。 

特に中学生以上では、「わからない」とした関係性を明確にできない回答が増加している点も特徴的

といえ、いざという時に助けを求めることはできるが、日頃の感情変化や内面を共有することにためら

いを感じている様子がうかがえます。 
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地域の人（近所の人、学校以外の友だちなど）とのかかわりについては、こども全体では「わからな

い」が 58.4%となり、半数以上のこどもたちが、地域の人との距離感や信頼関係を十分に築かれていな

いことがうかがえます。 

特に中学生以上は、小学生と比較して、「困ったときに助けてくれる」とした意識が大きく低下して

おり、地域の人への距離感を感じている様子がうかがえます。 
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５.インターネット利用について 
 

１日当たりのインターネット利用時間については、こども全体では「2 時間以上 3 時間より少ない」

が 24.3％と最も高く、次いで「1 時間以上 2 時間より少ない」が 20.8%となっています。 

小学生・中学生以上ともに、「5 時間以上」が 2 割弱を占めており、一定数のこどもたちにおいて、

インターネット依存の可能性が懸念されます。 
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インターネットを使う目的については、こども全体では「動画や画像をみる」が 84.1％と最も高く、

次いで「ゲームに使う」が 71.2%となっています。 

中学生以上では、「LINE やメッセンジャー等のネット上でのコミュニケーションツールとして使用

する」が 64.7％に達しており、インターネットが日常生活において重要なコミュニケーション手段とな

っていることがわかります。さらに、学年別の詳細をみると、学年があがるにつれて、「X や Facebook

等の SNS サイトを利用する」など、コミュニケーションツールとしての利用が多様化し、幅広く活用し

ている傾向がうかがえます。 
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インターネットの利用にルールを決めているかについては、こども全体では「利用する時間を決めて

いる」が 44.2％と最も高く、次いで「利用料金を決めている」が 15.0%となっています。 

学年別の詳細をみると、学年が上がるにつれて、利用時間をはじめ、インターネット利用の自由度が

高まる一方、利用料金に関してはルールを決めるとした傾向がうかがえます。 

小学生・中学生以上ともに、「利用するサイトやアプリの内容を決めている」は 1 割にも満たず、利

用コンテンツに対する決めごとを行っている家庭は少ない状況といえます。 
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（中学生以上に対し）インターネット上の人やグループとのかかわりについては、「ネット上での単

なる話し相手で、あまり深くかかわっていない」が 59.4％と最も高く、インターネット上で他人やグル

ープとつながっているこどもは多いものの、その大半は浅い関係に留まっていることがうかがえます。 
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（中学生以上に対し）インターネットによるトラブルに巻き込まれたことがあるかについては、何か

しら“経験がある”が 12.8％となり、一定数のこどもがトラブルに遭遇していることがわかります。 

主な内容としては、「インターネット上で言い争いになった」が 5.6％と最も高く、次いで「知らな

い人から誘われた」が 3.1％、「インターネット上で悪口を書かれたり、うそを流されたりした」が

2.4％となっています。 
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（中学生以上に対し）インターネット上のトラブルにあった時、誰に相談するかについては、「家

族」が 56.8％と最も高く、次いで「友だちや先輩・後輩」が 43.2％となっています。一方で、「誰にも

相談していない」が 18.9％に達しており、自分ひとりで解決しようとするこどもも少なくありません。

トラブル時にこどもが安心して相談できるサポート環境の整備が求められます。 
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６.安全と健康（からだの成⾧）について 
 

現在住んでいるところが安全・安心に暮らせる街だと思うかについては、こども全体では「そう思う

（とてもそう思う＋ややそう思う）」が 89.8%となっています 

小学生と中学生以上の間でも大きな差はみられず、多くのこどもたちが安全・安心に生活しているこ

とがうかがえます。 

 

 

 

 

 

ここ 1 年で登下校時や外出時に身の危険を感じたことはあるかについては、こども全体では 17.0%が

「ある」と回答しており、中学生以上よりも、小学生でその割合が高い結果となっています。 
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身の危険を感じた内容については、こども全体では「車にぶつかりそうになった」が 41.9％と最も高

く、次いで「人気がなく・暗い場所にあった」が 20.4%となっています。 

中学生以上では車との接触に関する危険を強く感じている一方で、小学生は周囲に対する不安（暗い

場所・知らない人）をより意識している傾向がみられ、交通安全教育や防犯教育の強化が必要であるこ

とがうかがえます。 
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普段、どんな運動をしているかについては、小学生では「地域のスポーツクラブ・チームに入ってい

る」が 50.4％と最も高く、中学生以上では「学校の運動部に入っている」が 64.6％と最も高くなってい

ます。一方で、「特に運動はしていない」が、小学生では 32.3％、中学生以上では 24.7％となり、授業

以外で、運動を行う機会を持たないこどもは少なくない状況といえます。 
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（中学生以上に対し）どのような施設があったらいいかについては、「アスレチックジム」が 31.6％

と最も高く、次いで「総合運動公園」が 26.0％となっています。 

普段行っている運動別の結果をみると、［特に運動はしていない］こどもでは、「アスレチックジ

ム」のほか、「スケートボード場」などが支持されており、個人で楽しめる施設のニーズが高いことが

うかがえます。 

 

 
 

 
 



Ⅱ こどもアンケート調査結果 

41 
 

平日何時頃におきて何時頃に寝るかについては、こども全体では、起床時刻は「朝 6 時頃」が 56.4％

と最も高く、次いで「朝 7 時頃」が 34.9%となっています。就寝時刻は「夜 10 時頃」が 41.2％と最も

高く、次いで「夜 11 時頃」が 27.0％となっています。 

起床時刻は、小学生と中学生以上で大きな違いはみられませんが、就寝時刻では、中学生以上が遅く

なる傾向がうかがえます。学業や部活動の負担が増える中で、睡眠時間の不足が懸念されます。 
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主に誰と一緒に食事をしているかについて、全体的な傾向をみると、平日の朝食時などは、「ひとり

で食べる」「こどもたちだけで食べる」ケースも少なくありませんが、夕食時では、平日・休日を問わ

ず、「家族（大人）と一緒に食事を食べる」が 9 割を超えており、家族（大人）団欒の機会が確保され

ていることがうかがえます。 

中学生以上でみると、「朝食を食べない」割合が平日では 6.3％、休日では 17.3％に達しています。

こどもたちに朝食の重要性を再認識してもらい、しっかりと朝食を取る習慣を身につけてもらうことが

重要といえます。 
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こども食堂を知っているかについて、こども全体では「知っている」が 54.6％となり、 

中学生以上では 60.8％、小学生では 47.7％となり、認知状況に違いがみられる状況です。 

 

また、こども食堂を、利用してみたいと思うかについて、こども全体では「利用したいと思わない

（55.7％）」が、「利用してみたいと思う（42.7％）」を上回る結果となっています。 

学年別の詳細をみると、学年が上がるにつれて、その傾向が強くなることがうかがえます。 
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７.心の健康（悩み）について 
 

それぞれの評価に関して「そう思う計」でみていくと、［がんばればいいことがある]が 84.7%、[自

分には良いところがある」が 71.5%、 [自分が周りの人の役に立っている]が 62.0％となっており、全体

的には、多くのこどもは自己肯定感が高く、前向きな姿勢をもっているといえます。 

一方、学年の詳細別にみていくと、学年が上がるほど、こうした自己評価が低下する傾向がみられて

おり、思春期特有の将来不安や自信の低下を緩和する周囲のサポートが重要と考えられます。 
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孤独感に対する評価（①～③）に関して、「ある」と回答した人の割合でみていくと、 

[まわりから取り残されていると感じる] [ひとりぼっちだと感じる]が 18.1％、[自分には話せる人がい

ないと感じる]が 10.2％となり、一定数のこどもが孤独感を抱えていることがうかがえます。 

自己目標の評価（④）についても、自分には将来の夢や目標が「ない」が 17.2％に達しています。 

学年の詳細別をみていくと、学年が上がるにつれて、将来への目標喪失や孤立感が強まる傾向がみら

れており、メンタルヘルスやキャリア教育の充実が求められています。 
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今、悩んでいることについては、こども全体では「勉強や成績のこと」が 41.4％と最も高く、次いで

「将来やこれからのこと」が 38.7%、「自分の性格やくせのこと」が 20.4％となっています。 

中学生以上では、「勉強や成績のこと」「将来やこれからのこと」が高くなっており、多くのこども

たちが受験や将来の進路に対する悩みや不安を抱えていることがうかがえます。 
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悩み事の主な相談相手については、こども全体では「母親」が 71.5％と最も高く、次いで「友だちや

先輩」が 46.4%となっています。一方で、1 割弱のこどもが「相談する人はいない」と回答していま

す。 

中学生以上では、小学生と比較して、親への相談が減少し、「友だちや先輩」が高くなっています。 
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家庭や学校以外で悩みや困りごとを相談できるところを利用したいかについては、こども全体では

「利用したいと思う（利用したいと思う＋どちらかといえば利用したいと思う）」が 38.1%となってい

ます。 

小学生では、中学生以上と比較して、利用意向が高く「利用したいと思う（利用したいと思う＋どち

らかといえば利用したいと思う）」が 45.4％となっています。 
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８.将来への展望について 
 

（中学生以上に対し）自分の将来について希望を持っているかについては、「希望がある（希望があ

る＋どちらかといえば、希望がある）」が 76.4%となっており、学年が上がるにつれて高まる傾向とな

っています。 

参考結果をみると、「相談できる友達がいる」「悩みを相談する相手・場所がある」としたこども

は、「希望がある」と回答する傾向が強く、将来に対する希望を持つためには、学校内で信頼できる友

人や相談先が存在することが重要であることがわかります。 
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（中学生以上に対し）どの学校まで進学したいかについては、「大学」が 42.4％と最も高く、半数近

くが大学まで進学したいと回答しています。次いで「高校」が 19.8％となっています。なお、「まだわ

からない」は 21.9％となっています。 

学年があがるにつれて、「大学」までの進学を希望する割合が多くなっており、15～18 歳では約 6 割

が大学進学を希望しています。 

 

 

 

高校/専門学校まで進学したいとする理由については、「希望する学校や職業があるから」が 57.9%と

なり、半数以上が自分自身の目標や希望が強く影響していることがわかります。 

一方、「自分の成績から考えて（32.6％）」「親がそう言っているから（10.5％）」など、自身の希

望ではなく、成績評価（あきらめ）や親の意見、家庭環境が動機となるケースも多くみられます。 
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将来に関することで不安に思っていることについては、小学生では「仕事のこと」が 47.7％と最も高

く、次いで「進学のこと」が 42.7％となっています。中学生以上では「進学のこと」が 62.6％と最も高

く、次いで「就職のこと」が 56.9％となっています。 

中学生以上では、将来に対する不安が高まっており、特に「進学のこと」は顕著となっています。進

学がその後の就職に影響するとした認識が、過度な不安を与えている可能性が考えられます。 
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大人になっても萩市に住みたいかについては、こども全体では「住みたい」が 29.2％、「住みたくな

い」が 24.3％となっています。 

学年の詳細をみると、学年が上がるにつれて、「住みたくない」と回答する傾向が高まり、15～18 歳

では、その約 4 割が萩市以外での生活を希望しています。 
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萩市に「住みたい」と思っている理由については、小学生では「ここで育ち、住みやすいから」が

72.5％と最も高く、次いで「緑が多く、自然にかこまれているから」が 56.9％となっています。中学生

以上では「両親、親せき、友だちなどが市内に住んでいるから」が 65.5％と最も高く、次いで「緑が多

く、自然にかこまれているから」が 51.7％となっています。 

中学生以上になると、住み慣れた環境への愛着だけでなく、家族や友人などの人間関係が住み続けた

い理由として大きな影響を与えていることがうかがえます 
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萩市に「住みたくない」と思っている理由については、小学生では「新しい場所に行ってみたいか

ら」が 75.0％と最も高く、次いで「ショッピングやレジャーに不便だから」が 52.3％となっています。

中学生以上では「働く場が少なく、仕事が見つからないから」が 58.4％と最も高く、次いで「ショッピ

ングやレジャーに不便だから」が 57.3％となっています。 

中学生以上では、萩市では十分な雇用機会が得られないとした懸念が主な理由となっているほか、都

市部と比較して、生活の利便性や娯楽施設が限られていることが、大きな要因となっていることがわか

ります。 
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９.こどもの権利に関して 
 

すべてのこどもに「意見を表明する権利」があることについては、こども全体では「知っている」

が 24.8％、「聞いたことはあるが内容はよくわからない」が 25.9％となっています。一方で、「知ら

ない」が 48.2％となり、半数近くがこどもの権利について知らない状況となります。 

学年別の詳細をみると、学年が上がるにつれて、認知も高まる傾向がみられますが、15～18 歳でも

「知っている」が 4 割弱に留まる結果となっています。 
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萩市にどんな方法や手段があれば、自分の意見を伝えやすいかについては、こども全体では「こども

の意見を聞くアンケートや投票を実施する」が 42.7％と最も高く、次いで「こどもの意見を聞く専用の

ウェブサイトやアプリを作る」が 24.3%となっています。 

特に中学生以上では、「こどもの意見を聞く専用のウェブサイトやアプリを作る」が小学生と比較し

て高く、インターネットを活用した、気軽に意見を表明できる手段（仕組み）を求めています。 
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地域活動の参加状況については、こども全体では「地域のお祭りや文化・スポーツ行事などのイベン

ト活動」が 62.4％と最も高く、次いで「清掃や花植えなどの美化活動」が 20.8%となっています。 

何かしらの地域活動に参加するこどもは多いものの、中学生以上では「特に参加していない」が

35.1%に達しており、地域活動への参加率が低下する傾向があることがうかがえます。 

また、地域別の詳細をみると、萩地域は、萩地域以外と比較して、参加率が低い傾向にあり、地域に

合わせた活動の提供や、参加を促す取り組みが必要であるといえます。 
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